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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

正
当
な
労
働
組
合
活
動
に
対
す
る
警
察
官
の
監
視
、
干
渉
行
為
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
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一 

 



 

昭
和
三
十
年
五
月
二
十
五
日
よ
り
同
年
五
月
二
十
八
日
の
四
日
間
に
わ
た
り
、
全
日
本
電
機
機
器
労
働
組
合
連

合
会
第
三
回
定
期
大
会
が
長
野
県
下
高
井
郡
山
ノ
内
町
、
山
ノ
内
中
学
校
講
堂
に
お
い
て
開
催
せ
ら
れ
た
が
、
そ

の
第
一
日
目
で
あ
る
五
月
二
十
五
日
に
警
視
庁
警
備
課
員
又
は
保
安
課
員
の
佐
藤
某
氏
が
私
服
で
身
分
を
隠
し
、

大
会
会
場
に
入
場
し
て
い
る
こ
と
を
顔
見
知
り
の
一
組
合
代
議
員
が
発
見
し
、
大
会
議
長
に
そ
の
旨
を
報
告
、

議
長
は
事
を
穏
便
に
運
ぶ
た
め
大
会
代
議
員
に
こ
の
事
を
知
ら
さ
ず
、
顔
見
知
り
の
一
幹
部
を
し
て
話
し
合
い
の

上
、
退
場
を
し
て
も
ら
つ
た
が
、
ほ
か
に
も
こ
れ
に
類
す
る
行
為
は
数
多
く
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ

に
関
し
て
次
の
事
を
伺
い
た
い
。 

一 

こ
の
よ
う
な
事
を
警
視
庁
の
幹
部
は
部
下
に
命
じ
て
い
る
の
か
。 

一 

一
体
何
の
目
的
が
あ
つ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
警
察
官
が
東
京
か
ら
長
野
県
下
ま
で
き
た
の
か
。 

一 

政
府
は
、
正
当
な
労
働
組
合
活
動
を
不
当
に
干
渉
し
、
監
視
す
る
が
ご
と
き
こ
の
種
の
警
察
官
の
行
動
を
ど 

正
当
な
労
働
組
合
活
動
に
対
す
る
警
察
官
の
監
視
、
干
渉
行
為
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

 

四 

う
考
え
る
か
、
ま
た
今
後
こ
の
よ
う
な
行
動
に
対
し
て
は
ど
の
よ
う
に
す
る
考
え
か
。 

な
お
、
該
事
実
に
対
し
て
は
数
名
の
証
人
の
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
る
。 

右
質
問
す
る
。 


